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フェアプレーの精神の下、大人から子どもまで各チームが一丸となって行われ

た全 12 試合を完全レポート！

全試合結果レポート

開幕戦の試合は、開始直

後に FC Tasoがキックオフ・ゴール。
出鼻をくじかれたサンライズ FC
だったが、ベンチからの声援に後押

しされ、持ち前のチームワークで前

半を 1点で守りきる。しかし、後半
に入ると FC Tasoが実力の違いを見
せ、次々と得点を追加した。

●サンライズ FC　0‐5　FC Taso ○

▲未来のサッカースターが
キックオフ！

Team Ryoma が前半 4 分に得点。
一方、Power Rangers 2008は 6分
に試合をふりだしに戻し、その後

はシーソーゲームに。均衡した試合

だったが、試合終了前の 2得点で
Power Rangers 2008が勝利した。
なんと Power Rangers 2008キャプ
テンのYuta選手がハットトリック！

● Team Ryoma　2‐4　Power Rangers 2008 ○

試合開始から、体格で勝

る EF Language School の 選 手 が
相手ゴール前でチャンスを作るが、

PIBT FCはキーパーの活躍で序盤を
乗り切った。しかし、その後は EF 
Language Schoolが個人技を活かし
た得点を重ねる。PIBT FCは、パス
が繋がらず、初戦を落とした。

○ EF Language School　4‐0　PIBT FC ●

後半終盤、チーム大波屋のコーナー

からの得点に対し、REMOVERSが
終了 1分前に同点に追いつき、試合
は大会初の PK戦に。会場が緊張に
包まれる中、先攻の REMOVERSが
2本連続ではずし、チーム大波屋は
落ち着いて着実にゴールを決め、準

決勝に進んだ。

○チーム大波屋　1（PK 2‐0）1　REMOVERS ●
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▲大人との 1対 1だけど
負けないぞ～！

▲ゴール前の攻防。得点なるか？！

▲中盤でボールをキープ ▲ゴール前のチャンスも、ディフェンダー
が立ちふさがった。

▲ゴール！！Power Rangers 
2008の得点！

▲ PIBT FCのキックイン。ここ
からチャンスを作れるか？！

▲ EF Language School が
サイドから攻めあがる。

▲ディフェンスの間を
通す絶妙のパス！

▲キーパーと 1対 1からシュート！ ▲キーパーからのスロー。
「みんな～、いくぞ～！」

▲緊張の PK戦。チーム大波屋の
シュートはゴールへ！

ゲーム
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